
別記様式第２号

1

2

3

【採択事業案】

1 高崎市 里山元気再生事業

野生鳥獣の隠れ場になっている竹林や里山林等の伐
採・下刈を行い、緩衝帯を整備して、野生鳥獣被害の
低減を図る。

20団体を予定

6,000,000 3,000,000 3,000,000

2 渋川市 竹林整備事業
放置竹林を間伐し、地域の安全・安心に資する。

竹林整備面積：0.62ha
2,454,000 613,000 1,841,000

3 富岡市
オオヤマツツジ保護保
全事業

市内の公園に植栽されている「オオヤマツツジ（ⅠA）」
の生育環境の保護整備。

733,040 366,000 367,040

4 川場村 川場村後山整備事業
川場村の代表的な里山である後山に顕在する病害虫
被害木を伐倒し、植林を実施することで、森林環境・
景観を回復させる。

800,000 400,000 400,000

5 川場村
川場村炭焼窯整備事
業

炭焼き体験を通じて里山に対する理解を深めるととも
に、炭利用推進に資することを目的とした炭焼窯及び
薪割機の整備。

1,979,316 989,000 990,316

合計 9,187,040 3,979,000 5,208,040

○上記理由２により採択としたい
・荒廃した里山・平地林の整備との整合性を図るため、放置竹
林の間伐については「困難地整備事業／竹林」の上限2,700千
円／haの補助率を基準とする。
・市が複数年にわたり継続してる調査にかかる費用について
は、例年と同様に補助対象としない。

○上記理由３により採択としたい
・希少種の保護だが、本来の生息地での保護保全ではないた
め、自然環境の保護保全事業では対象とならない。
しかしながら、対象地が公園で、希少種やその保護等の取組み
について普及啓発効果が高いと考えられることや、保護育成の
継続が計画されているため、採択とする。

○上記理由２により採択としたい
・荒廃した里山・平地林の整備との整合性を図るため、森林病
害虫被害木の伐倒については「困難地整備事業／森林」の上
限500千円／haの補助率を基準とする。

○上記理由３により採択としたい
・森林環境教育の一環として活用する計画に基づく築造のた
め、今後の利用は確保されている。
・ただし、炭の生産や活用については、放射性セシウムに関す
る留意が必要なため、「調理加熱用の薪及び木炭の当面の指
標値の設定について」の通知に基づく取扱いに留意すること。

番号 市町村名 事業名 事業内容 事業費(円）

平成31年度　ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業（独自提案事業）　事業採択整理案

【独自提案事業の採択の考え方】

市町村が制度化を図り予算確保した事業で、ぐんま緑の県民税の趣旨に合致するものについては、対象地等が特定されない段階でも独自提案事業として認める。ただし、交付決定は対象地等が特定されてから行うもの
とし、補助額は各事業毎の補助上限額以内とする。

森林整備後の管理体制が確保されていない時点で「荒廃した里山・平地林の整備」と同等以上の提案があった場合は、「管理体制の構築に努めることを条件」とし、各事業毎の補助上限額の１／２以内、同一地につき１回
限りを条件に独自提案事業として認める。

市町村提案型事業の趣旨に合致しているが、補助対象とされていない事業を実施するにあたり、その目的や意義、事業実施後の有益性等が担保されると判断できた事業を独自提案事業として認める。

○上記理由１により採択としたい
・荒廃した里山・平地林の整備と同内容の事業であり、整合性
を図るため、県補助金額は前記事業の「整備」の補助率（森林
上限280千円/ha・竹林上限700千円/ha）を基準とし、実績は実
行経費で積み上げること
・実施団体、箇所、面積を確定した後に補助金申請を行うこと

事業費の内訳
審査会意見県補助金

（円)
市町村負担金
（円）

採・不



別記様式第１号の付の２

（事業計画総括表に添付）

番号

1

※県補助金額は千円未満切り捨て
2

※箇所別に作成

※事業実施位置図を添付

※実施箇所の状況写真等添付

※必要に応じて事業内容を説明する資料を添付

平成３１年度ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業箇所別計画書

高崎市

7 図面番号 新規・継続（　　年度～）

事業名 里山元気再生事業

事業区分 独自提案事業 事業細区分 事業細々区分

事業実施者もしくは活動団体の
住所・名称・代表者名・電話

住  　所：
団 体 名：
代表者名：
電　　話：

事業実施所在地 市内

実施面積(ha) 事業内容 竹林の伐採、里山林の下刈　等

事業目的
（必要性）

野生鳥獣の隠れ場になっている竹林や里山林等の伐採・下刈を行い、緩衝帯
を設ける地域活動に対して補助を行い、野生鳥獣被害の低減を目的とする。
１団体への補助金は定額３０万円、そのうち県補助金額は荒廃した里山・平
地林の整備の補助率を基準に実施内容・面積により算出。

　収支の状況
収　入

区　分 予算額（円） 備　考
県補助金 3,000,000
市負担金 3,000,000

報償費

団体負担金
計 6,000,000 20団体（予定）

支　出
区　分 予算額（円） 備　考

旅費
需用費
役務費
委託料
賃借料

原材料費

※次年度以降の取組内容

２年目以降は自主的に管理を行う。なお、希望団体とは協定書を締結した上で、荒
廃した里山・平地林の整備の地域活動推進の管理により、補助を行う。

食料費
計 6,000,000

　年度別計画

Ｈ３１．４月から本事業を活用する団体を募集

し、その後を決定する







別記様式第１号の付の２

（事業計画総括表に添付）

番号

1

※県補助金額は千円未満切り捨て
2

※箇所別に作成

※事業実施位置図を添付

※実施箇所の状況写真等添付

※必要に応じて事業内容を説明する資料を添付

平成３1年度ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業箇所別計画書

渋川市

1 図面番号 １～４ 新規・継続（２６年度～）

事業名 竹林整備事業

事業区分 独自提案事業 事業細区分 独自提案事業 事業細々区分 竹林

事業実施者もしくは活動団体の
住所・名称・代表者名・電話

住  　所：渋川市石原８０番地
団 体 名：渋川市
代表者名：渋川市長　髙木　勉
電　　話：０２７９－２２－２５９３

事業実施所在地 渋川市渋川地内ほか（間伐２箇所）

実施面積(ha) ０．６２ｈａ（間伐） 事業内容 間伐（竹林管理）

事業目的
（必要性）

渋川地内に放置竹林が多くあり、防犯上の阻害や道路への掛かり木等の悪影
響が見受けられることから、竹林を間伐し地域の安全･安心に資する。

　収支の状況
収　入

区　分 予算額（円） 備　考
県補助金 613,000

市一般財源 1,841,000

計 2,454,000

支　出
区　分 予算額（円） 備　考

竹林整備業務委託 2,454,000

　年度別計画
※次年度以降の取組内容
　今後も間伐については、パトロールでの発見箇所や自治会要望箇所等において事
業を継続する。

計 2,454,000















別記様式第１号の付の２

（事業計画総括表に添付）

番号

1

※県補助金額は千円未満切り捨て
2

※箇所別に作成

※事業実施位置図を添付

※実施箇所の状況写真等添付

※必要に応じて事業内容を説明する資料を添付

計 1,450,680

　年度別計画
※次年度以降の取組内容

富岡市で引き続きオオヤマツツジの保護管理を行う。

工事請負費 1,450,680

計 1,450,680

支　出
区　分 予算額（円） 備　考

県補助金 725,000
市費 725,680

事業目的
（必要性）

市内の宮崎公園に生息するオオヤマツツジ（絶滅危惧種ⅠA類）は既に自然で
はほとんど確認されていない貴重な種である。公園内で保護・保全を行って
いるが、傾斜地のため土壌の流出が進み、ツツジの根が露出して次々と枯死
している状況である。早急な土止め工事が必要であるが、市での予算確保が
難しく事業が進まないため、補助をお願いしたい。

　収支の状況
収　入

区　分 予算額（円） 備　考

事業実施者もしくは活動団体の
住所・名称・代表者名・電話

住  　所：富岡市富岡1460-1
団 体 名：富岡市（文化財保護課）
代表者名：市長　榎本義法
電　　話：0274-62-1511(内2132）

事業実施所在地 富岡市宮崎地内

実施面積(ha) 事業内容
オオヤマツツジの生息環境の保護整備
(土砂流出防止工事）

事業名 オオヤマツツジ保護保全事業

事業区分 独自提案 事業細区分 事業細々区分

平成３１年度ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業箇所別計画書

富岡市

9 図面番号 新規（３１年度～）



オオヤマツツジの生息環境の保護整備(土砂流出防止工事）説明書 

 
宮崎公園のツツジ 

宮崎公園は鏑川左岸の崖上から斜面に広がる総面積 14,246 ㎡に及ぶ公園です。明治 20 年（1879）こ

の地の豪商鈴木城作氏が築庭したもので、起伏に富んだ敷地には各種のツツジ類を中心に多くの樹木が

収集・植栽されています。庭園は明治２５年に一般公開、昭和 30 年（1955）に富岡市が所有し市立公園

としました。 
園内のツツジ類は、総数 790 本ほどを数えます。特に白色・

紅紫色や変化のある美しい花弁に特徴があるオオヤマツツジ

はかって近隣の山野に自生していましたが、今日ではほとんど

見ることができなくなっている貴重なもので、八重咲きを含む

鮮やかな朱赤色のヤマツツジ類と合わせて本公園のツツジ類

を特徴づけています。 
 

保護整備活動 

宮崎公園のツツジの価値について、平成 24 年 2 月の富岡市文化財保護審議会で植物学専門の里見哲夫

委員より提案され、平成 25 年 4 月 10 日から植栽調査を開始しました。調査指導者として青木雅夫 氏
（群馬県文化財保護審議会専門委員）、里見哲夫 氏（富岡市文化財保護審議会委員）、神宮開 氏（ぐんま

自然環境指導員）の 3 名に調査を依頼したところ、176 株（22.7％）が現在では自生がほとんど確認され

ていない貴重な種（絶滅危惧種ⅠＡ類）である「オオヤマツツジ」であることが分かりました。 
一般的な公園管理ではツツジの保護整備に不十分なため、専門の嘱託職員 1 名を配備するとともに、平

成 30 年度より植栽管理を都市計画課から文化財保護課に移管し、樹木医である黛幸弘氏の助言を得なが

ら適切な保護管理を目指しています。 
現在の保護整備の問題点は、公園地が崖地に広がっていることから土壌流出による根の露出が進み、調

査開始から現在までに 15 株が枯死していることです。そのため枯死の危険性がある株については、平成

28 年度から群馬県立富岡実業高等学校と連携し、挿し木により貴重な種を増やす事業に着手しています。  
しかし、挿し木の育成が枯死の勢いには追いつかず、植樹できる大きさに育っても戻すべき土壌が崖地

のため、調査指導者及び樹木医より早急な土留め対策を求められています。 
   

今後の予定 

宮崎公園内にある国指定重要文化財 旧茂木家住宅は、国内で最も古い民家といわれています。富岡市

の観光スポットの一つであり、「心にググっとぐんまちゃんパスポート」参加施設です。ここにオオヤマ

ツツジと指定名勝の付加価値がつく事で、更に観光客を呼ぶことが見込まれます。 
富岡市観光ホームページ、文化財保護課フェイスブック等により季節ごとに公園のみどころ情報を発信

するほか、4 月のつつじ最盛期に開催する「旧茂木家住宅つつじ祭り」のスケジュール内で、青木雅夫氏

による「つつじ解説ツアー」、富岡実業生による「挿し木事業紹介」を続けることでも PR し、つつじの

価値を広めていきます。 
土留め工事で環境整備が整い、ツツジの生育や保護の良好な状況が確認できた段階で、富岡市の名勝と

して文化財保護審議会に諮問予定です。指定の答申を得られたのちは、文化財として、また市民そして県

民共有の財産として、将来に向けて保護整備活動を行っていきます。 









別記様式第１号の付の２

（事業計画総括表に添付）

番号

1

※県補助金額は千円未満切り捨て
2

植林を実施した箇所の下刈りを行う。

※箇所別に作成

※事業実施位置図を添付

※実施箇所の状況写真等添付

※必要に応じて事業内容を説明する資料を添付

　年度別計画
※次年度以降の取組内容

計 800,000

委託料 800,000

支　出
区　分 予算額（円） 備　考

計 800,000

県補助金 400,000
村費 400,000

事業目的
（必要性）

川場村の代表的な里山である後山に顕在する病害虫被害木を伐倒し、植林を
実施することで、森林環境・景観を回復させる。

　収支の状況
収　入
区　分 予算額（円） 備　考

事業実施者もしくは活動団体の
住所・名称・代表者名・電話

川場村

事業実施所在地 川場村立岩地内

実施面積(ha) 0.80 事業内容 伐倒、地拵え、植林

事業名 川場村後山整備事業

事業区分 独自提案 事業細区分 － 事業細々区分 －

平成３１年度ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業箇所別計画書

川場村

5 図面番号 5 新規







川場村後山整備事業 
 
１ 目的 
川場村には古くから村民の暮らしに関わり、非常に重要な役割を果たしてき

た里山である「後山」がある。後山は、かつての里の住民が薪炭用材や山菜を

採取するために利用することで、里の住民と深く繋がり多くの恩恵をもたらし

てきた。 
現在では、道の駅川場田園プラザが東麓に位置し、村内に訪れた多くの観光

客が後山に整備された遊歩道を散策し、村内の観光交流事業において非常に重

要な役割を担っている。 
しかし、近年では森林病害虫の被害によって枯渇した木々が多く顕在し、枯

渇立木は倒木の恐れがあり歩行者に対する被害の危険性が増大している。 
そのような状況を改善するために病害虫被害木を伐倒した後に植林を実施す

ることで、被害の危険性を除去し、観光人口を増大することを図る。 
 
２ 事業内容 
 ①森林病害虫被害木の伐倒 
 ②伐倒跡地の地拵え 
 ③モミジ・サクラの植林 
 
３ 次年度以降の取り組み 
 次年度以降は、植林地の下刈りを行い管理を実施する。 









別記様式第１号の付の２

（事業計画総括表に添付）

番号

1

※県補助金額は千円未満切り捨て
2

※箇所別に作成

※事業実施位置図を添付

※実施箇所の状況写真等添付

※必要に応じて事業内容を説明する資料を添付

　年度別計画
※次年度以降の取組内容
川場村東京都世田谷区と縁組協定を結び、３８年間にわたって交流事業を行っている。そ
の事業の一つに里山自然学校があり、川場村民と世田谷区民による共同の里山管理を行っ
ている。本事業に炭焼き体験を組み入れることで目的に沿うプログラムを推進する。

計 1,899,316

委託料 1,000,000
備品購入費 899,316

支　出
区　分 予算額（円） 備　考

計 1,899,316

補助金 949,000
村費 950,316

事業目的
（必要性）

炭焼窯及び薪割機を整備し炭焼き体験を実施することで、里山に触れ、里山
に学び、里山に対する理解を深めるとともに、炭利用推進に資することを目
的とする。

　収支の状況
収　入
区　分 予算額（円） 備　考

事業実施者もしくは活動団体の
住所・名称・代表者名・電話

川場村

事業実施所在地 川場村大字中野地内

実施面積(ha) － 事業内容 炭焼窯の築造、薪割機の購入

事業名 川場村炭焼窯整備事業

事業区分 独自提案 事業細区分 事業細々区分
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川場村炭焼窯整備事業 
炭焼窯及び薪割機の整備による住民参加の里山管理と炭利用の推進事業 
 
 
１ 目的 
 里山は、農山村地域における生業と暮らしの「技」と「知恵」を研き、自然

と共生する里山文化を創造してきた。その中の一つに炭焼き（製炭）がある。

かつて本国のエネルギー需要の大半を担っていた薪炭は、全国各地の森林から

生産され、農山村の大きな現金収入であり、農山村民は薪炭を生産することで

生計を賄ってきた。 
 しかし、１９５０年代の燃料革命によってエネルギー需要の大半が化石燃料

へと変化していき、農業の近代化が進むと森林の役割が大きく転換し里山は放

置される傾向になり、その多くが荒廃した。 
 だが、里山には自然と人との関わりや繋がりの痕跡が多く残り、環境教育体

験学習の場として非常に優れた機能を有している。 
 そこで、里山を管理し、理解を深める一つの手段として炭焼き体験を実施し、

里山に触れ、里山に学び、里山を理解するとともに薪炭利用推進に資すること

を目的とする。 
 
 
２ 事業計画 
 川場村は昭和５６年に東京都世田谷区と相互協力協定（縁組協定）を結び、

３８年間にわたって交流事業を行っている。その事業の一つに「健康村里山自

然学校」があり、特に、縁組協定１０周年を記念して発足した「友好の森事業」

は、川場村民と世田谷区民による共同の里山管理を行い、森林に学び、遊び、

憩う活動を続け、その取り組みは着実に新しい文化を築き上げてきた。本事業

に炭焼き体験を組み入れることで目的に沿うプログラムを推進し、里山の保

全・育成を目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．炭焼窯の利用方法 
 村民、世田谷区民を対象とした炭焼き体験を実施し、里山に触れる場を設け、

里山に対する理解を深め、森林環境教育、交流事業を推進する。 

 

２．木材の調達方法 

【体験活動主体による木材の調達】 
 友好の森（約８０ha）は、世田谷区民と川場村民の協働による森づくりを展

開しており、年間を通じて里山整備の体験活動が実施されている。友好の森敷

地内にある広葉樹林（主にコナラ等）や檜林等の間伐体験等で搬出された材を

炭焼きの炭材として活用する。 
○健康村里山自然学校プログラムでの調達 
①里山塾養成教室・親子里山体験教室 
②こども里山自然学校・川場まるごと滞在記 
③炭焼き体験入門  
④その他オーダーメイドによる間伐体験等の活動 

○利根沼田森林組合から調達  
 炭焼きの炭材が不足した場合、利根沼田森林組合より直接購入を行う。 
 コナラ、アカシア等 
 
３．炭の利用方法 
 燃料材としての用途のみでなく、その他の用途でも活用する。 
①野外炊事場でのバーベキューでの燃料材 
②学校教育及び一般利用者への鱒の塩焼きでの燃料材 
③環境保全活動として、道の駅川場田園プラザ及び川場中学校の水質浄化用と

して活用 
④交流施設館内での調湿用材として利用 

 








